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3.1 小学校低学年 (1) 

I 対処行動を知る 「避難の必要性を知ろう【てんでんこ1】」 

指 導 す る 学 年 小学校 1年生 

指 導 す る 時 間 

（時数） 
特別活動・学級活動（1時間） 

教 育 目 標 津波とはどのようなものかを知り、すぐに避難しなければならないことを理解する。 

資 料 す る 資 料 【動画-01】 2011年東日本大震災 

【資料-18】 津波!!命を救った稲むらの火 

【地図-01】 学区の地図 

 

関 連 す る 

教 科 ・ 行 事 等 
【行事】避難訓練 

 

【導入】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

(1) 大きな地震があったときの被害について話し合う。 
→子どもたちの発言の中から、 

・「大きな地震の後には、津波がおこる可能性が高い」ことをおさえる 

 
 
(2) 学習課題『つなみについてしろう。』を把握する。 

 

 

【展開】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

(1) 津波とはどのようなものか知っていることを話し合う。 
→子どもたちに津波について知っていることを発表させる 

 
 
(2) 東日本大震災の津波の映像を見て、気付いたことを話し合う。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

→子どもたちの発言の中から、 

・「津波によって、街中に瓦礫が流されてくる」ことをおさえる 

・「津波から命を守るためには、避難することが大切である」ことを確認する 

 
 

【動画-01】 [4:38]
2011年東日本大震災（ 岩手県釜石市）

【１】「津波によって街が壊滅する様子」

【動画-01】 [4:38]
2011年東日本大震災（ 岩手県釜石市）

【１】「津波によって街が壊滅する様子」

【動画-01】 [0:38]
2011年東日本大震災（ 岩手県宮古市）

【２】「津波が堤防を越える様子」

【動画-01】 [0:38]
2011年東日本大震災（ 岩手県宮古市）

【２】「津波が堤防を越える様子」
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(3) 学区の地図を使って、大きな地震があったらどこに逃げたらよいかを確かめる。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

→学校から一番近い避難場所と、各自の自宅から一番近い場所を見つける作業をさせる 

 

 
(4) それらの避難場所はどのような場所にあるのかについて話し合う。 

→子どもたちの発言の中から、 

・「高い場所にある」ことをおさえる 

 

 
(5) 「津波てんでんこ」の意味を確認する。 

→「津波てんでんこ」の意味を説明する 

 ※「津波てんでんこ」とは、東北地方の太平洋沿岸の言い伝えであり、津波によって集落が全滅してしま

った経験を後生に繰り返させまいとして、つくられたものである。その意味は、「津波がくるときには、

親、子どものこともかまわずに、てんでばらばらに早く高台へ避難しろ」というものである。家族のこ

とを気にかけている間に、津波が襲来して一家全滅してしまうことを防ぐための言い伝えだと言われて

いる。 

→津波から命を守るためには、たとえ一人でいたとしても、早く高いところに避難することが必要であるこ

とを確認する。 

 
 

【まとめ】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

(1) 学習して気付いたことをプリント等に記入する。 

(2) 感想等を発表し、今日の学習をまとめる。 
→津波から命を守るためには、早く高いところに避難することが必要であることを確認する。 

 
 

【確認】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

(1) 津波とは、恐ろしいものであることを知ることができたか？ 
(2) 津波が来たら、高い場所にある避難場所に避難しなければならないことを知ることができたか？ 

 

【地図-01】 学区の地図

（例：Google mapなどを活用）

【地図-01】 学区の地図

（例：Google mapなどを活用）


